
路
肩
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
基
礎
が

洗
い
流
さ
れ
、
危
険
な
個
所

が
あ
る
が
。

重
要
な
路
線
と
位
置
付
け

て
い
る
。
危
険
な
個
所
な
ど

は
、
早
急
に
対
応
し
た
い
。
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答 検討中

道路管理の方法は

道
路
保
守
管
理
の
方
法
は
。

本
庁
、
池
川
管
内
は
、
作

業
班
で
、
仁
淀
管
内
は
道
路

維
持
費
を
計
上
し
管
理
し
て

い
る
。

現
在
の
方
法
で
十
分
か
。

問

坂
本
伝
一

答

町
　
長

答

町
　
長

問

坂
　
本

庁
内
で
統
一
す
べ
き
と
検

討
し
て
い
る
。

生
活
道
、
産
業
道
路
と
し

て
通
行
量
の
多
い
町
道
で
、

問

坂
　
本

大

植

線

答

町
　
長

（上）町道　（下）大植線

答 断行はしない

今一度説明を
前
回
の
、
臨
時
議
会
の
説

明
で
は
、
住
民
に
理
解
で
き

な
い
点
も
あ
る
の
で
、
今
一

度
説
明
を
求
め
る
。

南
海
沖
地
震
や
、
多
発
し

て
い
る
地
震
に
対
す
る
強
度

が
十
分
で
あ
れ
ば
、
新
築
す

る
必
要
は
な
い
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
は
、

当
初
は
町
の
総
合
的
福
祉
の

拠
点
と
し
て
活
用
す
べ
く
計

画
し
た
が
、
建
設
場
所
や
規

模
は
決
定
で
は
な
く
、
断
行

は
、
決
し
て
な
い
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
跡
地
の
福
祉
セ
ン

タ
ー
建
築
は
、
場
所
的
、
機

能
的
に
、
全
面
的
に
反
対
だ
。

町
財
政
の
厳
し
い
時
、
整

地
な
ど
に
、
何
千
万
円
も
投

入
し
建
設
す
る
の
は
ど
う

か
。
い
き
届
い
た
計
画
を
考

え
る
べ
き
だ
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連

携
を
密
に
し
、
議
会
と
も
協

議
を
重
ね
、
町
有
地
や
施
設

を
有
効
活
用
、
池
川
保
健
セ

ン
タ
ー
の
活
用
も
考
慮
し
検

討
す
る
。

問

野
村
安
夫

答

保
健
福
祉
課
長

答

町
　
長

問

野
　
村

福祉センター
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音響設備は十分か
徐々に改善答

ステージ

池
川
コ
ミ
セ
ン
、
吾
川
中

央
公
民
館
、
仁
淀
多
目
的
研

修
施
設
の
音
響
設
備
、
舞
台

装
置
は
十
分
機
能
し
て
い
る

か
、
ス
テ
ー
ジ
の
広
さ
は
十

分
か
。

十
分
な
設
備
と
考
え
て
い

る
。
剣
詩
舞
、
日
本
舞
踊
の

利
用
な
ど
に
は
ス
ペ
ー
ス
が

狭
く
、
継
ぎ
足
し
て
い
る
が

機
能
的
に
は
問
題
な
い
。
音

響
施
設
も
点
検
す
る
。

昨
年
秋
に
、
4
階
の
音
響

設
備
は
取
り
換
え
、
機
能
し

て
い
る
が
、
舞
台
が
狭
く
、

照
明
が
暗
い
。
徐
々
に
改
善

し
て
い
く
。

町
内
で
は
面
積
、
設
備
、

内
装
と
も
充
分
な
施
設
と
思

う
。点

検
を
日
頃
か
ら
十
分
に

行
い
、
利
用
者
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

音
響
設
備
は
十
分
で
な
い

と
思
う
。
舞
台
も
狭
い
。

設
備
を
見
直
し
、
住
民
の

生
き
が
い
の
場
所
と
し
て
提

供
し
て
ほ
し
い
。

行
事
、
内
容
に
よ
り
、
可

能
な
対
応
を
し
て
い
く
。

問

野
　
村

答

池
川
支
所
長

答

教
育
長

答

仁
淀
支
所
長

問

野
　
村

答

教
育
長

▲

池川コミセン

▲

仁淀多目的

▲中央公民館
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答 意見いろいろ

中学統合は仁淀にしては
統
合
問
題
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
は
。

小
学
校
の
卒
業
生
3
人
が

町
外
の
中
学
校
に
入
学
す
る
。

統
合
は
避
け
て
通
れ
な
い
。

生
徒
の
減
少
に
よ
る
ク
ラ
ブ

活
動
、
教
育
に
対
し
て
の
競

争
力
、
学
校
運
営
の
問
題
の

考
え
を
聞
く
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
直
接
的

に
学
校
再
編
を
問
う
の
で
は

な
く
、
学
校
評
価
、
学
校
全

体
の
教
育
問
題
に
絡
む
評
価

と
い
う
見
方
で
、
自
由
記
述

式
で
意
見
を
聞
い
た
。

回
答
の
一
例
は
、「
部
活

動
も
合
同
で
し
か
で
き
な
い

た
め
小
中
学
校
1
校
に
す
る

と
良
い
。」「
現
在
の
児
童
数

か
ら
予
測
で
き
る
な
ら
、
統

合
に
向
け
準
備
が
必
要
で
は

な
い
か
。」
な
ど
。
逆
に
反
対

意
見
も
あ
っ
た
。

家
庭
の
教
育
方
針
で
3
人

が
、
市
内
の
中
学
校
に
入
学

し
た
。

人
口
の
減
少
を
考
え
、
10

年
先
の
展
望
に
立
ち
統
合
を

考
え
る
べ
き
だ
。
学
校
教
育
、

文
化
の
里
を
仁
淀
地
区
、
中

学
校
は
仁
淀
中
に
統
合
す
る
。

吾
川
地
区
は
病
院
も
あ
る

の
で
、
福
祉
の
里
づ
く
り
を

す
る
。
耐
震
性
の
立
派
な
庁

舎
が
あ
る
た
め
、
本
庁
は
池

川
地
区
に
も
っ
て
い
く
べ
き
。

問

岡
田
良
成

答

教
育
長

問

岡
　
田

仁淀中学校
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財
政
は
、
無
駄
遣
い
し
な

い
よ
う
言
っ
て
き
た
。
行
政

改
革
に
よ
り
当
初
予
算
は
5

年
間
で
約
8
億
円
削
減
さ
れ

た
。
財
政
状
況
を
ど
う
認
識

し
、
本
年
度
の
予
算
編
成
に
、

心
が
け
た
点
を
問
う
。

財
政
の
健
全
化
維
持
に
努

め
て
い
る
が
厳
し
い
状
態
で
、

合
併
支
援
措
置
の
な
く
な
る

27
年
度
ま
で
に
、
行
財
政
の

ス
リ
ム
化
の
実
現
が
、
問
題

で
あ
る
。

限
ら
れ
た
予
算
で
、
地
域

経
済
の
活
性
化
、
行
財
政
の

健
全
化
、
生
活
環
境
の
充
実
、

健
康
福
祉
の
充
実
、
子
育
て

支
援
、
教
育
環
境
の
整
備
な

ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

問

岡
　
田

無
駄
遣
い
は
ダ
メ

答

総
務
課
長

一時金は仕方ないが
最後のチャンス答

ソニア

経
営
破
た
ん
し
て
お
り
、

一
時
金
は
仕
方
な
い
が
、
将

来
町
民
に
負
担
さ
せ
な
い
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

設
備
な
ど
資
産
の
有
効
活

用
が
重
要
で
あ
る
。
解
散
し

清
算
す
る
と
、
借
入
金
な
ど

負
債
の
支
払
い
や
国
や
県
へ

補
助
金
返
還
、
従
業
員
の
退

職
金
の
支
払
い
な
ど
、
2
億

円
余
の
資
金
が
必
要
と
な
る
。

検
討
会
を
設
け
、
越
知
町
、

佐
川
町
も
含
め
議
会
の
声
を

重
視
し
、
最
後
の
機
会
だ
と

い
う
腹
づ
も
り
で
臨
み
た
い
。

問

岡
　
田

答

町
　
長

今後・・・


